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■
行
財
政財

政
健
全
化

�　
　
　
　
判
断
比
率

尾お
が
た形　
武た
け
し

Ｑ　
今
後
の
健
全
化
判
断
比
率
の
見
通
し

は
。

Ａ　
令
和
５
年
度
か
ら
９
年
度
ま
で
の
中

期
財
政
収
支
の
見
通
し
を
試
算
し
た
と
こ

ろ
、
福
島
駅
前
交
流
・
集
客
拠
点
施
設
整

備
を
は
じ
め
と
す
る
大
規
模
事
業
が
本
格

化
す
る
ほ
か
、
学
校
施
設
や
市
営
住
宅
な

ど
の
長
寿
命
化
・
更
新
な
ど
に
取
り
組
む

必
要
が
あ
り
、
投
資
的
経
費
お
よ
び
そ
の

財
源
と
な
る
市
債
の
発
行
が
高
水
準
で
推

移
す
る
も
の
と
見
込
ん
で
い
る
。
実
質
公

債
費
比
率
は
上
昇
が
続
き
、
令
和
９
年
度

に
は
、
単
年
度
で
6.4
％
、
３
カ
年
平
均
で

5.8
％
と
な
る
見
通
し
。
ま
た
、
今
回
の
試

算
に
組
み
込
め
て
い
な
い
事
業
も
あ
り
、

試
算
以
上
に
上
昇
す
る
可
能
性
が
あ
る
。

　
そ
の
た
め
、
自
主
財
源
の
確
保
、
事
業

の
重
点
化
、
事
務
の
効
率
化
な
ど
賢
い
支

出
を
徹
底
し
、
国
・
県
補
助
金
や
有
利
な

市
債
の
活
用
な
ど
財
源
確
保
を
工
夫
し
、

持
続
可
能
な
財
政
運
営
に
努
め
る
。

そ
の
他
の
主
な
質
問

〇
小
中
学
校
統
廃
合
に
よ
る
生
徒
の
通
学

〇
農
業
生
産
・
出
荷
資
材
高
騰
対
策

〇
地
域
生
活
基
盤
整
備
事
業
の
市
道
除
草

■
く
ら
し
・
安
全

内
水
に
よ
る
浸
水

�　
被
害
箇
所
の
改
善

根ね
も
と本　

雅ま
さ
あ
き昭

Ｑ　
側
溝
や
下
水
道
の
水
位
を
Ｉ
ｏ
Ｔ
水
位

計
な
ど
に
よ
り
常
時
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
す
る
こ
と

で
正
確
に
把
握
し
、
得
ら
れ
た
情
報
と
降
水
量

な
ど
の
気
象
デ
ー
タ
と
の
相
関
な
ど
を
的
確

に
分
析
す
る
必
要
が
あ
る
の
で
は
。

Ａ　
減
災
・
水
防
対
策
と
し
て
、
Ｉ
ｏ
Ｔ
を

活
用
し
た
災
害
情
報
対
策
オ
ペ
レ
ー
シ
ョ
ン

シ
ス
テ
ム
や
祓
川
水
位
警
戒
メ
ー
ル
配
信

サ
ー
ビ
ス
な
ど
が
導
入
さ
れ
て
い
る
。

　

下
水
道
の
雨
水
排
水
ポ
ン
プ
場
で
は
、

水
位
計
や
雨
量
デ
ー
タ
な
ど
と
連
動
し
た

排
水
運
転
を
し
て
い
る
。

　
降
雨
デ
ー
タ
の
相
関
関
係
に
つ
い
て
の

分
析
は
重
要
で
あ
り
、
今
後
も
Ｉ
ｏ
Ｔ
を

活
用
し
た
効
果
的
な
雨
水
管
理
に
つ
い
て

研
究
し
て
い
く
。

そ
の
他
の
主
な
質
問

〇
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
陽

　
性
者
・
濃
厚
接
触
者
へ
の
対
応

〇
デ
ジ
タ
ル
推
進
者
会
議

〇
Ｎ
Ｆ
Ｔ
（
非
代
替
性
ト
ー
ク
ン
）
の
活
用

　
※
解
説
を
参
照

■
産
業
・
経
済

く
だ
も
の

�　
消
費
拡
大
の
推
進

羽は
ね
だ田　

房ふ
さ
お男

Ｑ　
こ
れ
ま
で
の
販
売
促
進
・
拡
大
と
消
費

拡
大
に
向
け
た
事
業
の
効
果
は
。

Ａ　
全
国
の
重
点
消
費
地
で
市
産
く
だ
も

の
の
安
全
性
や
質
の
高
さ
な
ど
、
販
売
促

進
の
Ｐ
Ｒ
を
実
施
し
た
こ
と
に
よ
り
、
市

産
く
だ
も
の
の
評
価
が
向
上
し
市
場
に
お

け
る
シ
ェ
ア
の
確
保
や
価
格
上
昇
に
も
寄

与
し
た
も
の
と
捉
え
て
い
る
。

　
ま
た
、
原
発
事
故
に
起
因
す
る
風
評
払

拭
と
福
島
の
く
だ
も
の
の
フ
ァ
ン
拡
大
に

も
努
め
、
今
年
２
月
に
消
費
者
庁
が
実
施

し
た
、
風
評
被
害
に
関
す
る
消
費
者
意
識

の
実
態
調
査
で
は
、
放
射
性
物
質
を
理
由

に
福
島
県
産
の
購
入
を
た
め
ら
う
人
の
割

合
が
6.5
％
と
こ
れ
ま
で
の
最
小
値
と
な
る

な
ど
風
評
払
拭
に
お
い
て
も
着
実
に
効
果

が
表
れ
て
い
る
。

そ
の
他
の
主
な
質
問

〇
街
路
灯
の
Ｌ
Ｅ
Ｄ
化
推
進

〇
ご
み
減
量
大
作
戦
の
成
果

〇
街
路
樹
の
安
全
管
理

果
樹
農
家

�

に
対
す
る
振
興
策�

石い
し
は
ら原　
洋よ
う
ざ
ぶ
ろ
う

三
郎

Ｑ　
農
業
産
出
額
回
復
に
向
け
た
今
後
の

果
樹
農
家
に
対
す
る
振
興
策
は
。

Ａ　
農
業
産
出
額
の
増
加
に
は
生
産
体
制

を
整
え
る
必
要
が
あ
り
、
担
い
手
の
確
保

や
、
効
率
的
な
営
農
に
向
け
た
農
地
の
集

積
、
ス
マ
ー
ト
農
業
の
導
入
な
ど
を
促
進

す
る
。

　
ま
た
、
Ｐ
Ｒ
事
業
の
推
進
、
観
光
事
業

と
の
連
携
、
新
た
な
販
路
の
活
用
に
よ
り
、

福
島
の
果
樹
イ
メ
ー
ジ
や
ブ
ラ
ン
ド
力
の

向
上
、
販
売
量
、
販
売
価
格
の
上
昇
に
努

め
、
農
業
産
出
額
の
増
加
に
努
め
る
。

そ
の
他
の
主
な
質
問

〇
サ
ル
被
害
の
軽
減
策

〇
畜
産
の
飼
料
物
価
高
対
策

〇
道
の
駅
の
経
営
方
針

一般質問Ｑ＆Ａ市政を問う!

解説
NFTとは？
インターネッ
ト上のデジタ
ル作品などが
複製されたも
のではなくオ
リジナルだと
証明する技術。

一般質問とは？
　議員が、市民の皆さんの生
活にかかわる身近な市政の課
題に対して質問を行います。
　その中から質問および答弁
の要旨を１件、その他の主な
質問項目を３件掲載していま
す。
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■
環
境
・
ご
み

ご
み
処
理

�

有
料
化
問
題�

小お
ぐ
ま熊　
省し
ょ
う
ぞ
う三

Ｑ　
有
料
化
に
よ
っ
て
不
法
投
棄
が
増
え

る
の
で
は
。

Ａ　
環
境
省
が
令
和
４
年
３
月
に
改
訂
し

た
一
般
廃
棄
物
処
理
有
料
化
の
手
引
き
で

は
、
有
料
化
を
導
入
し
た
自
治
体
へ
の
ア

ン
ケ
ー
ト
調
査
に
よ
り
、
有
料
化
の
導
入

に
よ
り
不
法
投
棄
が
増
え
た
と
回
答
し
た

自
治
体
が
36
％
と
い
う
結
果
が
出
て
お
り
、

一
部
自
治
体
で
は
そ
う
し
た
傾
向
が
見
ら

れ
て
い
る
。

そ
の
他
の
主
な
質
問

〇
ス
ズ
メ
バ
チ
対
策
防
護
服
の
貸
し
出
し

〇
生
活
保
護
の
あ
ら
ま
し
の
周
知

〇
農
業
の
肥
料
原
料
の
高
騰
対
策

ソ
ー
ラ
ー
発
電
と

�

景
観
眺
望
保
全�

宍し
し
ど戸　
一か
ず
て
る照

Ｑ　
あ
づ
ま
小
富
士
第
１
発
電
所
に
隣
接

し
、
新
た
な
ソ
ー
ラ
ー
発
電
所
設
置
の
諸

手
続
き
が
進
め
ら
れ
て
い
る
。

　
今
な
ら
、
吾
妻
ス
カ
イ
ラ
イ
ン
か
ら
の

景
観
眺
望
の
破
壊
も
半
分
に
と
ど
ま
る
。

　
こ
の
よ
う
な
大
規
模
開
発
に
対
し
て
市

の
意
見
を
表
明
す
る
場
は
な
い
の
か
。

Ａ　
最
近
の
大
規
模
開
発
に
伴
う
環
境
影

響
評
価
の
中
で
、
豊
か
な
自
然
と
魅
力
あ

る
景
観
は
次
世
代
に
守
り
継
ぐ
べ
き
大
切

な
宝
で
、
自
然
環
境
に
修
復
不
可
能
な
影

響
を
与
え
る
こ
と
は
容
認
し
な
い
旨
の
意

見
を
提
出
し
て
い
る
。

　
今
後
も
、
市
民
の
理
解
を
得
ら
れ
な
い

大
規
模
開
発
に
は
、
法
令
に
基
づ
き
意
見

す
る
場
、
そ
の
ほ
か
あ
ら
ゆ
る
機
会
を
通

じ
、
反
対
の
意
思
を
示
し
て
い
く
。

そ
の
他
の
主
な
質
問

〇
公
共
施
設
の
指
定
管
理

〇
四
季
の
里
の
駐
車
場
台
数

〇�

地
域
の
気
候
風
土
に
合
っ
た
野
菜
や

く
だ
も
の
の
奨
励

生
ご
み
の
減
量
化

�

と
堆
肥
化�

佐さ
は
ら原　

真ま

き紀

Ｑ　
一
般
家
庭
や
事
業
所
か
ら
排
出
さ
れ

る
生
ご
み
を
堆
肥
化
し
農
業
な
ど
に
活
用

す
る
べ
き
で
は
。

Ａ　
生
ご
み
処
理
容
器
の
購
入
助
成
事
業

や
ダ
ン
ボ
ー
ル
コ
ン
ポ
ス
ト
活
用
事
業
に

取
り
組
ん
で
き
て
お
り
、
今
後
も
継
続
し

て
い
き
た
い
。

　
農
業
に
活
用
す
る
場
合
は
、
事
業
の
採

算
性
や
施
設
用
地
の
確
保
、
堆
肥
の
品
質

管
理
、
販
売
ル
ー
ト
の
確
保
な
ど
の
課
題

が
あ
る
が
、
福
祉
施
設
な
ど
に
お
け
る
利

用
な
ど
可
能
性
を
探
っ
て
い
く
。

そ
の
他
の
主
な
質
問

〇
ご
み
処
理
有
料
化

〇�

保
育
施
設
に
お
け
る
使
用
済
み
紙
お

む
つ
の
処
理

〇�

食
品
の
放
射
性
物
質
の
検
出
状
況
と

出
荷
制
限
解
除

■
福
祉
・
健
康

福
島
駅
東
口
の

�

指
定
喫
煙
所�

山や
ま
だ田　

裕ゆ
た
か

Ｑ　
通
学
、
通
勤
時
に
は
混
雑
す
る
場
所

で
あ
り
、
東
口
指
定
喫
煙
所
は
撤
去
す
べ

き
で
は
。

Ａ　
東
口
指
定
喫
煙
所
は
、
移
設
後
１
カ

月
が
経
過
し
、
巡
回
指
導
時
の
駅
前
広
場

内
の
吸
い
殻
や
指
導
件
数
は
減
少
し
て
い

る
。

　
信
号
機
や
駅
前
広
場
か
ら
距
離
が
あ
り

歩
行
者
へ
の
受
動
喫
煙
の
影
響
が
ほ
と
ん

ど
及
ば
な
い
場
所
で
あ
る
こ
と
、
利
用
し

や
す
い
場
所
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
受
動
喫

煙
防
止
重
点
区
域
内
で
の
望
ま
な
い
受
動

喫
煙
を
防
止
し
、
市
民
の
健
康
を
守
る
た

め
、
現
在
の
場
所
が
適
切
と
捉
え
て
お
り

撤
去
す
る
考
え
は
な
い
。

そ
の
他
の
主
な
質
問

〇
果
樹
盗
難
対
策

〇�

世
界
平
和
統
一
家
庭
連
合
（
旧
統
一

協
会
）
と
市
の
関
わ
り

〇
安
倍
元
首
相
の
国
葬
へ
の
市
の
対
応

障
が
い
者
手
帳
の

�

デ
ジ
タ
ル
化

後ご
と
う藤　
善ぜ
ん
じ次

Ｑ　
障
が
い
者
手
帳
デ
ジ
タ
ル
化
へ
の
市

の
所
見
は
。

Ａ　
国
で
障
が
い
者
手
帳
と
マ
イ
ナ
ン

バ
ー
カ
ー
ド
の
一
体
化
が
検
討
さ
れ
て
い

る
こ
と
か
ら
、
各
種
情
報
が
連
携
さ
れ
、

障
が
い
者
に
対
す
る
手
続
き
の
簡
素
化
や

サ
ー
ビ
ス
向
上
に
つ
な
が
る
と
考
え
る
。

　
今
後
の
国
の
動
向
を
注
視
し
対
応
し
て

い
く
。

そ
の
他
の
主
な
質
問

〇�

男
性
ト
イ
レ
へ
の
サ
ニ
タ
リ
ー
ボ
ッ

ク
ス
（
汚
物
入
れ
）
設
置

〇
不
登
校
特
例
校
の
設
置
推
進

〇
１8
歳
成
人
時
代
の
成
人
式

各議員の氏名の下にある二次元バーコード
から市議会HPの録画映像をご覧いただけ
ます。（公開期間は11月末日まで）
12月以降は会議録をご覧いただけます。

会議録はこちらから→
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動
物
愛
護
事
業

二に
か
い
ど
う

階
堂　
利り

え枝

Ｑ　
８
月
か
ら
募
集
が
始
ま
っ
た
動
物
愛

護
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
目
的
と
登
録
要
件
は
。

Ａ　
犬
や
猫
な
ど
を
家
族
の
一
員
と
し
て

飼
育
さ
れ
る
方
が
増
え
て
い
る
が
、
や
む

を
得
な
い
事
情
か
ら
保
健
所
で
引
取
る
犬

猫
も
お
り
、
そ
の
よ
う
な
犬
猫
が
新
し
い

家
族
と
幸
せ
に
暮
ら
す
こ
と
が
で
き
る
ま

で
の
サ
ポ
ー
ト
、
災
害
発
生
時
の
備
え
と

し
て
、
動
物
愛
護
活
動
の
推
進
に
協
力
で

き
る
体
制
を
整
え
る
こ
と
を
目
的
と
し
て

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を
募
集
し
て
い
る
。

　
登
録
要
件
は
、
動
物
を
支
援
す
る
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
と
し
て
活
動
す
る
意
欲
が
あ
り

20
歳
以
上
で
あ
る
こ
と
、
動
物
の
適
正
飼

育
に
つ
い
て
知
識
を
有
す
る
な
ど
。

そ
の
他
の
主
な
質
問

〇
多
頭
飼
育
崩
壊
の
問
題

〇
包
括
的
支
援
体
制
整
備
事
業
の
課
題

〇
ふ
る
さ
と
納
税
の
今
後
の
展
開

■
ま
ち
づ
く
り

高
齢
者
の
生
活
を

�

支
え
る
施
策�

萩は
ぎ
は
ら原　
太た
ろ
う郎

Ｑ　
公
共
交
通
空
白
地
域
の
対
応
策
は
。

Ａ　
今
年
度
策
定
す
る
地
域
公
共
交
通
計

画
に
交
通
空
白
地
域
解
消
に
向
け
た
方
針

を
位
置
づ
け
る
予
定
で
あ
り
、
地
域
の
暮

ら
し
に
根
差
し
た
利
用
し
や
す
い
移
動
手

段
の
維
持
、
確
保
を
図
る
。

　
現
在
、
吾
妻
地
区
で
、
地
域
が
独
自
に

運
営
す
る
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
交
通
が
一
定
の

成
果
を
上
げ
て
お
り
、
こ
う
し
た
新
た
な

交
通
手
段
確
保
の
取
り
組
み
を
一
つ
の
モ

デ
ル
ケ
ー
ス
と
し
な
が
ら
、
各
地
域
の
実

情
に
合
っ
た
持
続
可
能
な
移
動
手
段
を
検

討
し
て
い
く
。

　
ま
た
、
地
域
が
自
ら
つ
く
り
上
げ
る
地

域
交
通
へ
の
支
援
を
積
極
的
に
検
討
す
る
。

そ
の
他
の
主
な
質
問

〇
耕
作
環
境
の
整
備

〇
福
島
県
沖
地
震
に
よ
る
家
屋
解
体

〇
防
災
対
策
で
の
屋
外
ス
ピ
ー
カ
ー

松
川
ス
マ
ー
ト

�

イ
ン
タ
ー
の
改
良

渡わ
た
な
べ辺　
敏と
し
ひ
こ彦

Ｑ　
改
良
に
向
け
て
市
と
し
て
の
今
後
の
取

り
組
み
、
意
気
込
み
は
。

Ａ　
車
長
１２
ｍ
へ
の
改
良
は
、
大
型
車
が

通
行
可
能
と
な
り
、
観
光
振
興
や
物
流
機

能
の
強
化
が
図
ら
れ
る
な
ど
、
松
川
地
区

や
周
辺
地
域
に
多
く
の
整
備
効
果
が
見
込

ま
れ
る
。

　
今
後
も
、
関
係
機
関
に
対
し
強
く
働
き

か
け
、
市
と
し
て
も
積
極
的
に
協
力
し
な

が
ら
、
早
期
実
現
に
向
け
て
取
り
組
む
。

そ
の
他
の
主
な
質
問

〇
有
害
鳥
獣
駆
除
対
策

〇�

生
ご
み
・
剪
定
枝
・
草
を
原
材
料
と

し
た
堆
肥
セ
ン
タ
ー
の
設
置

〇
遊
休
農
地
の
現
状
と
対
策

■
教
育
・
文
化

学
校
給
食佐さ

さ

き
々
木　
優ゆ
う

Ｑ　
学
校
給
食
セ
ン
タ
ー
の
大
規
模
化
、
自

校
給
食
校
が
廃
止
さ
れ
る
方
針
が
出
さ
れ
て

い
る
が
、
今
後
の
方
針
を
地
域
住
民
や
保
護

者
に
周
知
し
対
話
す
べ
き
で
は
。

Ａ　
学
校
給
食
が
将
来
に
わ
た
り
継
続
的

に
実
施
で
き
る
よ
う
、
令
和
３
年
３
月
に

福
島
市
学
校
給
食
長
期
計
画
２
０
２
１
を

策
定
し
、
こ
の
計
画
に
基
づ
き
、
栄
養
教

諭
な
ど
の
未
配
置
の
単
独
給
食
実
施
校
に

つ
い
て
、
セ
ン
タ
ー
給
食
へ
の
移
行
を
す

す
め
て
い
る
。

　
現
在
、
新
学
校
給
食
セ
ン
タ
ー
の
運
営

事
業
者
の
選
定
手
続
き
を
進
め
て
お
り
、

決
定
し
た
後
、
セ
ン
タ
ー
化
、
統
合
の
対

象
と
な
る
学
校
と
も
協
議
し
な
が
ら
、
保

護
者
な
ど
へ
丁
寧
に
説
明
し
て
い
く
。

そ
の
他
の
主
な
質
問

〇
パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
制
度
の
導
入

〇
特
別
障
害
者
手
当
の
周
知

〇
新
型
コ
ロ
ナ
後
遺
症
の
相
談
窓
口

学
校
図
書
館

�

司
書
の
配
置

丹た
ん
じ治　
誠ま
こ
と

Ｑ　
国
の
第
６
次
学
校
図
書
館
図
書
整
備

等
５
カ
年
計
画
で
配
置
目
標
が
小
中
学
校
の

概
ね
1.3
校
に
１
名
と
な
っ
て
い
る
。
学
校
図

書
館
司
書
を
増
員
す
べ
き
で
は
。

Ａ　
学
校
司
書
の
配
置
は
、
中
学
校
区
ご

と
に
１
名
を
目
安
に
２０
名
の
学
校
司
書
を

配
置
し
て
い
る
。

　
第
６
次
学
校
図
書
館
図
書
整
備
等
５
カ

年
計
画
で
は
、
学
校
司
書
の
専
門
性
が
よ

り
発
揮
で
き
る
よ
う
さ
ら
な
る
配
置
拡
充

を
図
る
と
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、
現
在
の

配
置
の
も
と
、
事
業
の
成
果
や
勤
務
環
境

を
は
じ
め
と
し
た
諸
課
題
な
ど
を
把
握
す

る
と
と
も
に
、
新
た
に
モ
デ
ル
事
業
と
し

て
、
１
人
１
台
タ
ブ
レ
ッ
ト
を
活
用
し
た

オ
ン
ラ
イ
ン
に
よ
る
図
書
支
援
の
た
め
の

相
談
業
務
も
進
め
る
。
さ
ら
に
、
研
修
機

会
の
充
実
に
よ
り
資
質
向
上
に
も
努
め
、

よ
り
効
果
的
に
学
校
司
書
が
活
用
さ
れ
る

よ
う
検
証
し
て
い
く
。

そ
の
他
の
主
な
質
問

〇
ご
み
処
理
の
啓
発
ツ
ー
ル

〇
小
鳥
の
森
開
園
40
周
年
記
念
事
業

〇
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
ご
み


